
： 例 会 日： 木曜日

： 午後 12:30開会

： 会.....場：ベルヴィ アイトピア

第２２７１回 第 十 二 回 例会 （2012年 9月27日）

★ 点鐘 ★ 幹事報告... ... ... ......境野登章幹事

★ 国家斉唱：君が代 ★ 卓話講師紹介　... .....小山博パスト会長

★ ロータリーソング斉唱...奉奉仕の理想 ★ 本日の卓話 　　　　ガバナー　鈴木秀憲（吹上ＲＣ）様

★ 四つのテスト唱和 ★ 出席奨励委員会｠ 　　　　　野口一信委員長..　

★ 来訪者紹介　.　　.　.　古沢勇治会長 ★ スマイルボックス委員会　　井上真弓副委員長

★ 会長の時間....　　.... 古沢勇治会長 ★ 点鐘......　.................　 古沢勇治会長

★ 点 鐘 ★ 来 訪 者 紹 介

本日のお客様は、国際ロータリー第2570地区第5グループ

ガバナーの鈴木秀憲様（吹上RC）と、同グループガバナー

補佐の前島修身様（熊谷RC）。そして地区副幹事の矢澤大

和（行田さくらRC）様と同地区副幹事の五十幡和彦（行田さく

らRC）様。そして吹上RCより、原功パスト会長様です。

ようこそいらっしゃいました。

★ 会 長 の 時 間　 古 沢 勇 治 会 長



～ 会 長 の 時 間 ～
　皆様、今日は！　本日は鈴木ガバナーをお迎えしてのガバ

ナー公式訪問例会に大勢のご出席をいただき、大変ありがとう

ございます。また前嶋ガバナー補佐には先週のガバナー補佐

訪問に続いてのご来訪、誠に有難うございます。本日の11時

からの懇談会、引き続いて新会員を交えての懇談会ではロー

タリーに関する様々なアドバイスを頂き大変参考になりました。

特に新会員にとりましては、これからのロータリー活動をやる上

で、正に大きな指針になったと思います。本当に有難うござい

ました。

　このあとガバナーには卓話を頂くわけですが、今大変問題に

なっておりますガバナーエレクト問題についても、お時間を割

いて頂き、分かりやすくご説明を頂ければと思っております。と

申しますのが、この例会後にこの問題に関するクラブ協議会を

開き、行田クラブとしてどうすべきかを決めたいと思っておりま

す。これについては、会員の了承も得ておりますので、ガバナ

ーよろしくお願い致します。

　そして本日の「会長の時間」ですが、せっかくガバナー、ガ

バナー補佐がお見えになっていますので、今年度の行田クラ

ブの運営方針を簡単に述べさせて頂きたいと思います。本年

度、私は『基本に返ろう』を行田ロータリークラブのテーマに決

めました。これは最近のロータリーを見た時、何か分かりません

が、違和感の様なものを感じました。そして、ある意味、合理的

なロータリーに変わろうと私の眼には移りました。決して全てに

反対はしませんが、なぜか急ぎ過ぎて、ロータリーの基本の部

分が壊されていくような感じを受けました。この辺で一度基本と

いうものを思い出し、あるいは立ち返ることも大事なのかなと思

っております。そのため今年度は、唯一会員が一同に集い、

学び、親睦を深める例会の重要性を再認識し、少しでもロータ

リーのことを学べる機会にしたいと思います。

　そこで本年度の事業方針ですが、基本的には各委員長の

方針に基づき、出来ることを実践して行きたいと考えています

。特にこれはガバナーの考えと少し重なりますが、「職業奉

仕」について少し掘り下げて学んで行きたいと思っております。

その中で「四つのテスト」の活用方法や活用結果の発表の場

を職業奉仕委員会の皆様と考えて参りたいと思っております。

　また特別事業として、行田周辺地域の皆様を対象にした「地

域間交流ウオーキング大会」を実施し、たくさんの人に行田を

訪れていただき、思い出、健康づくりはもちろんですが、歴史

のまち、世界遺産候補のまち行田を、そしてロータリーを広く

地域社会にアピールしたいと思っております。継続事業として

、いろいろありますが、ロータリー三クラブや行田三クラブとの

クラブ交流、白河ＲＣ・台北城中ＲＣ・桑名北ＲＣとの姉妹クラ

ブ交流、青少年交換、スクールバンドフェスティバル、ロータリ

ー文庫の充実、さきたま古墳群の世界遺産登録支援、そして

すでに各会員サイドでご協力頂いている、ネパール里親制度

やアイバンク登録など、多種多様の事業を会員各位のご協力

で、本年度も推し進めたいと思っております。

　次に10月からの例会の運営について少し申し上げたいと思

います。まず10月の普通例会から、皆様がお座りになっている

席を、ある一定期間、指定席に変えたいと思います。今現在、

フリー席になっているので、どうしても毎回同じテーブルに就く

ことが多くなります。会員同士が平均して親睦を深めることは

非常に重要ですので、ご協力頂きたいと思います。指定席作り

もいろいろ方法はあると思いますが、受付でテーブルナンバー

入りのクジを引く案だとか、ＳＡＡが無作為に決めておく方法な

ど、いろいろ出ておりますが、これも月によって変えたらいいと

思います。何れにしてもＳＡＡにお任せしたいと思いますのでよ

ろしくお願い致します。

　もう一つ、今後の例会プログラムについて申し上げます。ご承

知の様に、年度前半のプログラムは、プログラム委員長と相談

のもと、年度計画書に既に掲載されております。前半はこのプ

ログラムに基づき進めて参りますが、年度後半は先程申し上げ

ました様に、各委員長の方針に基づき、各委員会受け持ちで

、例会プログラムを提供して頂きたいと思いますので、ご協力を

お願い致します。近づいたら、鴨田プログラム委員長から担当

委員会委員長にご連絡を差し上げますが、今から早めのご準

備をお願い致します。担当例会日の、一ヶ月前の理事会を通

る必要がありますので、ご注意頂きたいと思います。詳しくはプ

ログラム委員長にお聞き下さい。楽しくてためになるプログラム

をお待ち致します。

　以上例会運営に関したお願いを二点申し上げましたが、「基

本に返ろう」の視点でさらに努力して参りますので、よろしくお

願い致します。これをもちまして本日の「会長の時間」を終わら

せて頂きます。有難うございました。

★ 幹 事 報 告　　　　境 野 登 章 幹 事

　皆様こんにちは。本日は鈴木ガバナー様をお迎えしてのガ

バナー公式訪問例会です。この後「本日の卓話」におきまして

、卓話を頂戴致します。鈴木ガバナー様、宜しくお願い致しま

す。また先週のガバナー補佐訪問例会におきましては、前嶋

ガバナー補佐様にご指導頂き誠にありがとうございました。

本日も宜しくお願い致します。～幹事報告　次ページへ続く～



～幹事報告 前のページより続き～
そして矢澤地区副幹事様、五十幡地区副幹事様、吹上ロー

タリークラブの原功パスト会長様、ようこそいらっしゃいました。

歓迎致します。

　では幹事報告を申し上げます。本日午前11時より、鈴木ガ

バナー様、前嶋ガバナー補佐様と古沢会長と私とで懇談会

が行われ、その後 入会3年未満の武笠会員 渡辺会員 倉持

会員 井上会員 野口会員 黒田会員 関会員を含めての懇談

会が行われ、鈴木ガバナー様にご指導をして頂きました事を

御礼申し上げます。ありがとうございました。

　次回例会は10月2日（火曜日）です。こちらアイトピアに於い

て、午後6時30分よりさくらロータリークラブのホストによる三ク

ラブ合同例会が行われます。火曜日に夜間例会を行う為に、

木曜日の例会は休会になります。お間違えのないようお願い

致します。なお、次回夜間例会より10月になります。クールビ

ズは終わりますので、ネクタイ着用でご参加の程、宜しくお願

い致します。以上で幹事報告とさせて頂きます。ありがとうござ

いました。

★卓 話 講 師 紹 介

※　小山博パスト会長　

★本日の卓話

※国際ロータリー2570地区第5グループ

............ガバナー　鈴木秀憲（吹上ＲＣ）様

　皆様こんにちは。本日は公式訪問と言う事でご歓迎頂き、厚

く御礼申し上げます。　　　　　　　～卓話　右ページへ続く～

また、本年度は私がガバナーを務めており、私の所属している

吹上RCは少人数クラブで、地区副幹事や地区大会運営で並

々ならぬご協力を頂く事になり、心より感謝申し上げます。

　本年1月アメリカ・サンディエゴで研修を1週間受けてまいりま

した。全体会では田中作次RI会長の「Peace Through Service

＝奉仕を通じて平和を」を初め、色々な教えや経験が英語で

発表なされて我々は同時通訳でお話を伺いました。また全体

会の後には必ず少人数の分科会がRLI方式で行われ、詳細

（例えば「奉仕とは」）についての議論が行われ、皆熱心に討

議しました。

　先ずは我々ロータリアンの行動の原点となる「ロータリーの綱

領」ですが、この綱領と言う言葉が難しいので、｢ロータリーの

目的｣と読替えて下さい。また本文中に鼓吹と言う言葉が出て

来ますが、これは広めると云う言葉に置き換えることも良いと考

えて居ります。そうすると、「ロータリーの綱領」は次のようになり

ます。ロータリーの目的は、奉仕の理想を広め育成する事で

す。特に次の４項目を広め育成する事です。第1　奉仕の機会

を通じて知り合いを広める。

　第2　事業・専門職の道徳的水準を高める。（磨く）第3　個人

・事業・社会生活に奉仕の理想を適用。第4　国際間の理解と

親善と平和を推進。　RI会長の話を受けて、私は地区で「奉仕

の追求」を重要課題に掲げました。組織は事業を行う為のもの

として考えます。そして、事業を円滑に行う為に組織運営が必

要と考えます。これがクラブ奉仕と考えます。職業奉仕・社会

奉仕・国際奉仕が前述の事業であり、ロータリーの基本である

と考えます。①職業奉仕は　自分と職業の確立として自らが行

うことと考えます。具体的には自分を磨き、自分の職業を磨く

事です。常にお客様や世間の事を大切に考える観点から、製

造業は製品を、商業は商品を、サービス業はサービス内容を

、磨く（即ちレベルアップする）事が大切です。その結果お客

様は満足され、その結果お店は繁盛し、利益も付いて来ます

。職業奉仕につきましては　拙い例ですが身近なお話をさせ

て頂きます。②社会奉仕は　各々が職業奉仕を実践した上で

、主としてクラブの活動により広い意味での地域の活性化を図

ることと考えます。広い意味での「地域の活性化」と言う事が出

来るでしょう。③国際奉仕は　広い意味での「世界の平和」と

言う事が出来るでしょう。平和とは、戦争や紛争等の解決だけ

でなく、健康・教育・友愛・地域の発展等も含まれます。④新

世代は上記社会奉仕・国際奉仕の事業の中で特に次世代の

方へ焦点を当てて行う事業即ち「次世代の育成」と考えます。

　RIの本年度の3カ年の長期計画重点項目のうちでは、クラブ

のサポートと強化（会員増強）と公共イメージと認知度の向上

が運営（クラブ奉仕）の重点項目にあたると考えます。他には

、人道的奉仕の重点化と増加があります。これは事業実施特

に国際奉仕に関係するところです。①会員増強（クラブのサポ

ートと強化）については、尊敬され、憧れの的になるロータリア

ン‥‥私もロータリアンになりたい‥‥その結果が会員増強に

なる。これが一番と考えます。　～卓話　次のページへ続く～



～卓話　前のページより続き～

先ずは会員個々が、自分と自分の職業を磨く事。その結果、

世間から尊敬され、お店も繁盛する。というように、会員個々の

資質を高めることから始める事が大切と考えます。②公共イメ

ージと認知度の向上については、先にメディアの活用が有る

のではなく、我々が、世間から理解されるロータリー‥‥夫々

のクラブ事業と地区を挙げての事業について、世間の印象に

残り、世間から理解・評価される。この事が大切と考えます。言

い換えると、先ずは、世間に対して有用な事業を行う事。その

上で、効果的な広報を行う‥‥、地元メディアを活用する等

‥‥、が有ると考えます。　社会奉仕は、クラブ主導で地域活

性化の為に役立つものを実施すべく考えます。夫々の地域で

の要望は色々です。個々に応ずる事で良いのですが、場合に

よっては、広域（市域・グループ・地区）合同で世間へアピー

ルする必要もあると考えます。それは売名では無く実施事業

への理解を得る為です。地域で必要とされている事は、社会

の変化と共に常に変わります。「毎年行ってきたから今年も行

う」と云う事ではなく、年度毎に、その事業の必要性や成果に

ついて見直す「この地域に必要な事は何か？」と言う事を考え

る事が大切であると思います。長期間にわたって支援を必要と

する案件がある場合には、行政等への提言も必要ではないで

しょうか。むしろその分、陽の当らない事業等を新たに支援す

る事も検討するべきです。　地区では広域に亘って必要とされ

る事を地区事業として推進しております。特にさきたま古墳群

の「めざせ世界」遺産事業は、単に世界遺産を狙うと云う事だ

けでなく、埼玉県名発祥の地のある古墳群を県民皆で勉強し

アピールする事、即ち「地元埼玉県に関心・愛着を持つ＝郷

土愛を育成する」事に意義が有ると考えます。ロータリーは、

会員とクラブ数の拡大によって、埼玉県が２地区に分かれまし

た。この事は意見が分かれたと云う事では無く、分けた方が運

営をやり易いと云う事でして、考えは一緒です。本事業は、埼

玉県全域を対象としていますので、第2770地区と連携して行

っています。他の事業でも、一緒に行った方が良いと思われる

事については第2770地区と連携して行います宜しくご理解下

さい。　今後も鋭意努力してまいります。皆様の声にもよく耳を

傾けたいと考えております。引き続いての御支援を宜しくお願

い申し上げます。

★謝辞　古沢勇治会長

★ 出 席 奨 励 委 員 会

★出席状況報告 　　　野口一信委員長

T ・ 正 会 員 数 56名

A ・ 85年規定承認者 12名

A ・ 理事会欠席承認者 0名

P ・ 本 日 の 出 席 者 42名

B ・ 各承認者の例会出席者 10名

MU ・ 本日のメーキャップ者 4名

本 日 の 出 席 率 87％

★ ス マ イ ル ボ ッ ク ス 委 員 会

※ニコニコ報告　井上真弓副委員長



★　ニコニコ報告

古沢会長

本日は、ガバナー、ガバナー補佐、地区副幹事

の皆様、原吹上クラブ幹事様、行田クラブへよう

こそ。ガバナー公式訪問よろしくお願いします。

境野幹事

鈴木ガバナー様、前嶋ガバナー補佐様、矢澤

地区副幹事様、五十幡地区副幹事様、吹上RC

原幹事様、ようこそいらっしゃいました。

吹上RC原
功様

行田RCの例会を楽しませていただきます。

諸貫会員
鈴木ガバナーようこそ。四十年前の行田青年交

通指導隊隊長のさっそうとした姿を思いだします。

山田会員　鈴木ガバナーようこそ。

清水義夫
会員

鈴木ガバナーようこそ。

黒渕会員
鈴木ガバナーようこそ、

お体に気をつけて頑張って下さい。

山本会員
鈴木ガバナーお世話になります。

安倍さんおめでとうございます。

大野会員
鈴木ガバナーようこそ。明大マンドリン演奏会に

大勢の皆様にご協賛頂きありがとうございます。

内山会員
鈴木ガバナーようこそ行田RCへ。本日は宜しく

お願いします。

永島会員

鈴木ガバナー本日はご苦労様です。私事ですが

、昨日は嬉しいことに「成田記」下忍口跡住人櫨

様のお父上より成田記謹製本をお預かりいたしま

した。大変価値ある本です。

渡辺会員
鈴木ガバナーを始めとする来訪者の皆様、

本日はありがとうございました。

武井会員 鈴木ガバナー様公式訪問ありがとうございます。

黒田会員
鈴木ガバナー様、

先程は懇談会ありがとうございました。

～～～クラブ協議会～～～

例会終了後、会場を移動してのクラブ協議会が開催されまし

た。各委員長より今年度の委員長方針等の発表があり、鈴木

秀憲ガバナー様より講評・指導等がございました。長時間にわ

たり、ガバナー公式訪問お疲れ様でした。そしてありがとうござ

いました。

冨田会員
鈴木秀憲ガバナー様、

本日は公式訪問ごくろうさまです。

湯本会員
鈴木ガバナー様、前嶋ガバナー補佐様、

本日はご指導の程、宜しくお願いします。

小林会員

鈴木ガバナー卓話ありがとうございます。

ご指導を宜しくお願い致します。

前嶋ガバナー補佐、ご来訪ありがとうございます。

小山会員

鈴木ガバナーようこそ行田クラブへ。

心から歓迎申し上げます。当地区始まって以来、

困難な問題が横たわっていますが、健康に留意

され頑張ってください。

蔭山会員
「ガバナーようこそ」と言って選出母体みたいなも

のですが。

中島会員

鈴木ガバナー公式訪問ご苦労様です。

歓迎申し上げます。女房に誕生祝いのお花を

頂きありがとうございました。

石渡会員
9月29日土曜日、鴻巣花火大会です。

ご協力ありがとうございました。お楽しみ下さい。

福島会員
鈴木ガバナー公式訪問ありがとうございます。明

日、鐘楼堂落慶法要を執り行うことになりました。

関会員
鈴木ガバナー様、前嶋ガバナー補佐様、本日

はご指導の程、よろしくお願いします。

井上会員

先程は、3年未満新入会員懇親会、楽しく出席さ

せて頂きました。鈴木ガバナー、前嶋ガバナー

補佐、ありがとうございました。

その他
同文

清水治雄会員、武田会員、小沢会員、

斉藤会員、阿部会員、小椋会員、鴨田会員、

横田会員、柿沼会員、稲垣会員、坂田会員、

碓井会員、岡田会員、橋本会員、武笠会員、

持田会員、鈴木貴大会員、倉持会員、野口会員

※本日のニコニコは58,０００円でした。

..............................ありがとうございました。

★ 点 鐘　 　古 沢 勇 治 会 長
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